
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」

募
集
定
員

く
し
ろ
エ
コ
・
フ
ェ
ア
２
０
１
４
開
催
決
定

会
員
募
集
中

三
十
名
（
先
着
順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

毎
年
、
環
境
月
間
の
６
月
に
開
催
さ
れ
る
、
く

標
茶
町
雷
別
地
区
の
国
有
林
で
、
森
林
づ
く
り

活
動
予
定

し
ろ
エ
コ
・
フ
ェ
ア
が
６
月
７
日
（
土
）
、
釧
路

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

今
年
度
は
五
回
の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
こ
ど
も
遊
学
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

て
い
ま
す
。
雷
別
地
区
国
有
林
は
、
シ
ラ
ル
ト
ロ

し
た
。

湖
に
注
ぐ
シ
ラ
ル
ト
ロ
エ
ト
ロ
川
最
上
流
部
に
位

第
１
回

六
月
十
一
日(

水)

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
木
の
実
や
枝
を
材
料
に
工

置
し
、
下
流
部
周
辺
の
貴
重
な
湿
原
を
育
ん
で
い

粗
朶
束
設
置
、
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
の
メ
ン
テ

作
を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
と
木
製
つ
み
き
の
コ
ー

ま
す
。
し
か
し
、
植
栽
さ
れ
て
い
た
ト
ド
マ
ツ
林

ナ
ン
ス
等

ナ
ー
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
木
の
感
触
を
体
験
し

が
気
象
害
に
よ
り
枯
れ
て
し
ま
い
、
笹
原
と
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

て
し
ま
っ
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
ふ
れ
あ

第
２
回

七
月
十
六
日(

水)

い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
を
計

粗
朶
束
設
置
、
外
来
種
の
除
去
等

画
的
に
植
栽
す
る
等
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

第
３
回

九
月
二
十
四
日(

水)

今
回
、
会
員
を
募
る
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」

防
鹿
柵
設
置

は
、
平
成
一
九
年
か
ら
活
動
し
て
お
り
、
雷
別
地

区
で
の
自
然
再
生(

森
林
再
生)

活
動
に
、
継
続
的

第
４
回

十
月
八
日(

水)

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

防
鹿
柵
設
置

の
集
ま
り
で
す
。

冬
芽
の
観
察
会
等

※
「
粗
朶
束
」
（
そ
だ
た
ば
）
と
は
、
竹
の
枝

や
樹
木
の
枝
な
ど
を
束
ね
た
も
の
で
、
林
地

で
設
置
す
る
場
合
、
こ
れ
に
杭
を
打
ち
込
ん

で
簡
易
な
土
留
め
を
行
う
た
め
に
用
い
ら
れ

ま
す
。

※
「
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
」
と
は
、
苗
木
を
主
に

人

事

異

動

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
食
害
か
ら
守
る
た
め
、
苗

木
に
被
せ
保
護
す
る
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
樹
脂

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

製
の
植
生
保
護
管
の
こ
と
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け

そ
の
他

年
会
費
等
は
不
要
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

保
里

嘉
子

（
退
職
）

動
保
険
へ
加
入
す
る
た
め
の
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
へ
の
加

入
の
関
係
上
、
六
月
六
日
ま
で
と
し
ま
す
が
、
そ

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
付
け

れ
以
降
に
つ
い
て
も
、定
員
に
達
す
る
ま
で
随
時
、

お
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

山
本

末
吉

（
知
床
森
林
生
態
系
保
全

詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま

セ
ン
タ
ー

か
ら
）

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

高
見
沢

敏
男
（
環
境
省
釧
路
自
然
境
境

担
当

山
本

事
務
所

か
ら
）

活動の様子：鹿食害対策としてヘキサチューブを苗木に設置して

いるところ

こんな作品を作ってみませんか？
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早
春
の
雷
別
国
有
林

ブ
を
直
し
ま
す
。
こ
の
作
業
を
や
っ
て
気
づ
い
た

の
で
す
が
、
地
面
の
表
面
は
雪
は
な
く
、
場
所
に

今
年
の
冬
、
釧
路
地
方
は
、
例
年
に
比
べ
降
雪

よ
っ
て
は
、
ぬ
か
る
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
地
中

量
も
少
な
く
、
春
が
早
く
来
る
か
と
期
待
し
て
い

は
ま
だ
凍
っ
て
い
ま
し
た
。

た
の
で
す
が
、
三
月
後
半
に
吹
雪
に
な
る
な
ど
予

吹
雪
等
で
強
風
の
日
が
多
か
っ
た
の
で
、
被
害

想
に
反
し
遅
い
春
の
訪
れ
と
な
り
ま
し
た
。

を
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
軽
微
な
も
の
で
済

四
月
十
五
日
、
山
の
雪
は
解
け
て
い
る
だ
ろ
う

ん
だ
よ
う
で
す
。

と
判
断
し
、
標
茶
町
雷
別
地
区
国
有
林
の
自
然
再

何
か
春
を
感
じ
る
も
の
は
な
い
か
と
、
辺
り
を

生
事
業
地
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
目
的
は
、
①
林

見
渡
す
と
、
日
当
た
り
の
良
い
斜
面
に
キ
タ
ミ
フ

道
の
状
況
確
認
②
植
栽
し
た
苗
木
の
確
認
③
今
年

ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
黄
色
い
花
を
発
見
し
ま
し
た
。
一

事
業
を
予
定
し
て
い
る
箇
所
の
確
認
④
転
入
者
の

株
だ
け
か
と
思
い
き
や
、
よ
く
見
る
と
近
く
に
か

現
地
把
握
等
で
す
。

た
ま
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
雷
別
で
も
フ
ク
ジ

昨
年
の
今
頃
は
、
林
道
の
雪
も
解
け
、
車
で
乗

ュ
ソ
ウ
は
早
春
の
代
表
選
手
の
よ
う
で
す
。

り
入
れ
が
で
き
た
と
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
林

お
昼
が
近
か
っ
た
せ
い
か
、
よ
く
目
に
留
ま
っ

道
の
入
口
か
ら
わ
ず
か
数
メ
ー
ト
ル
で
、
予
想
を

た
の
が
刺
の
あ
る
落
葉
樹
の
タ
ラ
ノ
キ
。
こ
の
木

は
る
か
に
超
え
る
雪
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
無
理

の
若
芽
が
、
山
菜
の
王
様
と
呼
ば
れ
る
タ
ラ
ノ
メ

な
運
転
を
し
な
い
の
が
林
道
運
転
に
熟
知
し
て
い

で
す
が
、
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
、
ま
だ
冬
芽
の

る
林
野
庁
職
員
、車
を
安
全
な
場
所
に
駐
車
し
て
、

状
態
で
、
天
ぷ
ら
や
ゴ
マ
あ
え
に
な
る
の
は
、
ま

残
雪
林
道
を
慎
重
な
足
取
り
で
、
熊
除
け
の
鈴
を

た
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

鳴
ら
し
な
が
ら
進
み
ま
す
。

今
回
は
、
雪
解
け
直
後
の
雷
別
国
有
林
の
春
一

熊
の
痕
跡
等
も
な
く
、無
事
に
事
業
地
に
到
着
、

番
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ

残
雪
が
少
し
あ
る
も
の
の
、
枯
草
色
の
笹
地
が
広

い
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
も
雷
別
国
有
林

が
り
、
ト
ド
マ
ツ
の
緑
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
早

で
、
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
を
は
じ
め
、
自
然
再

速
苗
木
の
確
認
を
行
い
、
倒
れ
た
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー

生
の
取
り
組
み
を
数
多
く
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

雷
別
国
有
林
で
、

セ
ン
タ
ー
職
員
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

５
月
の
予
定

＊
５
月
５･

６
日

釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館

木
の
お
も
ち
ゃ
で

あ
そ
ぼ
う
！

＊
５
月

日
15
中
茶
安
別
小
中
学
校
学
校
林
活
動
支
援

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新

し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

林道には残雪が

タラノキの状況（まだまだ）

枯草色の雷別事業地

周辺の牧草地を望む

キタミフクジュソウの黄色の花を発見

当ふれあい推進センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、
森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。
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